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（Doubly-fed Induction Generator: DFIG）を適用することを提案し、自立運転時の制御方法を提案するとともに自立
運転時のパワーフローと損失を実測し、さらに損失モデルに基づいた損失計算を行い実測値との比較を行うとともに
ステップ負荷投入時の応答を測定した結果についてまとめたものである。得られた結果は以下のとおりである。 
（１） DFIG を用いた発電システムの停電状態からの発電始動（ブラックアウトスタート）方式として、DFIG 二次側
に接続された二台の電力変換器（回転子側電力変換器(Rotor Side Converter: RSC)および系統側電力変換器
(Grid Side Converter: GSC)）で適切に励磁電流を分担しつつ、発電機一次側に接続されたキャパシタをも
使い、必要な有効電力は RSC と GSC の直流リンク部に接続されたキャパシタ（電解コンデンサ）のエネルギ
ーを用いて起動する方式を考案し、1.1kW 定格の発電機を用いた実験によって起動特性を検証した。 













（４） 1.1kW 定格の DFIG を用いた実験結果に基づいて定格出力 10kW の DFIG の最適設計を行った。設計した DFIG の
パラメータを用いて計算機シミュレーションを行い、電圧制御特性を確認した。 
以上の研究成果より、DFIG を用いた可変速運転に関して、有用と考えられる起動方式が得られ、システムの特性が
明らかとなった。以上のように本論文は、DFIG を用いた可変速エンジン発電システムについて有益な知見を与える内
容となっており、この分野の技術の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと
認める。 
